
社会福祉法人 あさひ保育園

はい 　　　 いいえ

ある程度、除去食の

必要がある場合

一年に一度、受診しましょう

特に離乳食の場合

除去食をゆるめる時期を医師と

相談し、体調や発育を考慮し

すすめたり、後戻りしたりする。

給食でも、家庭の食事でも

除去食をしつつ、栄養的に

考慮した食事ができるよう、

ご家庭と連絡を密にする。

おうちで2～3回食べても体調に

異変なく機嫌も良ければ

IgE抗体等検査結果が陽性で

除去食や生活管理の必要がある

IgE抗体等検査結果が陽性だが

主治医・またはアレルギー専門医に受診し

アレルゲンの特定を明確にするため

血液検査結果などを園に提出してもらう

除去食などの必要はない

症状がでたら、様子をみましょう　

園に報告する

体調を見て、離乳食を

ステップアップさせたり、

生活範囲を広げたりする

発育について、連携

を密にとり、健康な

生活に配慮する。

一年に一度見直しを

　する。

厚生労働省「アレルギー対応ガイドラインH23.3」に基づく

保育園における食物アレルギーについて

入園面接時に、どの年齢の園児さんにもアレルギー疾患があるかどうか　?　をお尋ねします 。

児童健康等調査票の記入のみ

　園児さんの健やかな心身の発達を育むために、園児さんのアレルギー疾患に対す
る配慮など、次のようにすすめていこうと思います。

アレルギー疾患に

十分配慮が必要な場合

生活管理指導表を医師に

記入してもらう

アレルギーの可能性のある

食材のうち、初めて食べるのは、

まずおうちで経験する

♡　こ　こ　ろ　も　か　ら　だ　も　健　や　か　な　育　ち　を　♡　

ご家庭とともに　園長・嘱託医・主治医・保育士・調理員がいっしょになって　園児さんの健康を願います。　

園児さんの体調や


